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災害対策・教育・子育て環境整備などに災害対策・教育・子育て環境整備などに災害対策・教育・子育て環境整備などに 平成28年度

予　算

一 般
会 計 67億5,300万円67億5,300万円67億5,300万円
前年比＋3億2,300万円
平成28年度の当初予算（一般会計、15特別会計、2企業会計）は
審議の結果、すべて原案の通り可決しました。

ふるるんの家計簿ふるるんの家計簿
（年間67万5千円だとしたら？）

H28.3.31
住基人口　9,935人

貯　　　金
（予備費）（諸支出金）

１千円

親の仕送り
（依存財源）
54万９千円

奨学金などの返済
（公債費）
８万１千円

アルバイト収入
（自主財源）
12万６千円

光熱水道費
（消防費：４万９千円）
（衛生費：７万２千円）
（商工費：１万５千円）　　
（災害復旧費：３千円）

13万９千円

学　　　費
（民生費：17万４千円）
（教育費：６万９千円）

24万３千円

食　　　費
（議会費：７千円）
（総務費：９万２千円）

９万９千円

家　　　賃
（農林水産業費：４万４千円）
（土木費：６万８千円）

11万２千円

海部川風流マラソン
キャラクター
ふるるん

海

陽

町

当

初

予

算
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依存財源
（81.28）

町税
（9.82）

分担金・負担金
（1.11）

財産収入
（0.66）
諸収入ほか
（6.13）

使用料・手数料
（1.00）

地方交付税
（55.04）
地方交付税
（55.04）

国庫支出金
（7.11）
国庫支出金
（7.11）

県支出金
（7.02）
県支出金
（7.02）

町債
（8.87）

町債
（8.87）

その他
 （3.24）

その他
 （3.24）

歳入総額
67億5,300万円

人件費
（13.17）

公債費
（11.94）

普通建設事業費
（11.79）

普通建設事業費
（11.79）物件費

（20.98）
物件費

（20.98）

物件費
（18.05）

作業工程：
グラフデータの読込はいきているので、オブジェクト→グラフ→データで今年度数値を打ち込むと内容が変更になります。

補助費
（19.81）

その他
（14.75）

その他
（14.75）

歳出総額
67億5,300万円

自主財源
（18.72）
自主財源

（18.72） 扶助費
（7.56）

扶助費
（7.56）

平
成
28
年
度　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
67
億
５
３
０
０
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
２
３
０
０
万
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く

町
税
が
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る
評
価
替
え
や
軽
自

動
車
税
の
税
率
改
正
な
ど
に
よ
り
２
２
５
０
万
円
増

の
６
億
６
３
１
４
万
円
。
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、

１
億
２
４
０
０
万
円
減
の
37
億
１
６
７
９
万
円
。
町
債

は
、
海
部
公
民
館
耐
震
改
修
事
業
、
町
道
海
南
柿
谷

線
改
良
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
５
６
２
０
万
円
多
い
５
億
９
８
９
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
財
源
の
不
足
額
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
３
億
円
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
億
２
３
７
６
万
円
、
海
南
病
院
事
業
会
計
繰
出
金

は
２
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
災
害

復
旧
費
が
大
き
く
減
少
し
た
一
方
、
旧
宍
喰
庁
舎
周

辺
整
備
事
業
、
海
部
公
民
館
耐
震
改
修
事
業
、
町
道

海
南
柿
谷
線
改
良
事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が

４
億
１
９
０
９
万
円
増
の
７
億
９
５
９
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、「
海
陽
町
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
目
標
達
成
の
た
め
実

施
す
る
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
８
３
６
２
万
円
や

地
籍
調
査
事
業
２
８
５
０
万
円
な
ど
を
前
倒
し
補
正
予
算

（
平
成
27
年
度
３
月
補
正
）
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳　　入 歳　　出

商工費

1億4,856万円

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

4億4,220万円

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億2,152万円

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

17億3,512万円

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

9億2,029万円

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

7,064万円

議員の運営など。
歳出総額

67億5,300万円

■■

予備費

1,194万円

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

急な災害復旧など。
諸支出金

376万円

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

8億640万円

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

2,540万円

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

6億9,431万円

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

4億9,377万円

消防・水防・防災
対策など。

土木費

6億7,909万円

道路・橋の建設、
維持管理など。

目的別歳出

（％） （％）
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～子どもあゆみ事業～
海陽っ子への無料レンタベビーカー、
レンタベビーベッド、レンタチャイルドシート！ 85万円
　海陽町で生まれた赤ちゃん、保護者を応援するために、ベビー用品を無料でレンタルします。
　☆レンタルするもの・・・ベビーカー、ベビーベッド、チャイルドシート（すべて新生児用、各５台）
　☆利用できる人・・・赤ちゃんと保護者が海陽町内に住所を有する者
　☆レンタル期間・・・子どもが満1歳に達する日まで
　☆申請受付・・・出産予定日の3ヶ月前から

18歳まで医療費無料！ 600万円
　医療費の無料（ただし１科あたり１ヶ月600円は自己負担）を18歳
まで拡大します。
　☆利用できる人・・・海陽町内に住所を有する18歳までの者

給食に伊勢エビ！10万円
　小学校６年生、中学校３年生に年１回伊勢エビなどを活用した
給食を提供し、どの時期にどのようなものが町内で取れて味はど
うなのか。食べることによって町の良さを教育していく事業です。

婚活！！115万円（うち県補助金50万円）
　新たな出会いの場づくりや司会運営など、出会いから後押しま
でを婚活専門事業者にお手伝いしていただく事業です。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、

『
海
陽
町
空
き
家
等
の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
条
例
』が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、

海
陽
町
で
は
、
空
家
等
対
策

計
画
を
作
成
し
て
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
空
家
等
に
関

す
る
対
策
の
実
施
、
そ

の
他
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
に
努
め

る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 空

き
家

条
例
制
定

未来への投資
今までの子ども子育て事業に加えて今年度より新しい事業が始まります！

第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

文化芸術による
地域活性化のために

オーケストラコンサートに向けて町内コーラス
サークルも練習しています（文化館）

海
南
文
化
館
に
お
い
て
、
７
月
９
日

（
土
）に「
と
き
め
き
オ
ー
ケ
ス
ト 

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
in
海
陽
」を
開
催
し
ま
す
。 

　

プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
。
一
流
の
音
楽
家
に
指
導
を
仰

ぐ
機
会
も
設
け
、
海
陽
町
の
コ
ー
ラ
ス
の

会
、
小
学
生
が
プ
ロ
と
共
演
し
ま
す
。 

　

１
３
７
２
万
円
の
う
ち
１
０
５
０
万

円
が
（
宝
く
じ
、
国
、
県
、
公
益
財
団

法
人
よ
り
）
助
成
金
で
す
。

１
３
７
２
万
円

子どもたちの安心
通学のために

スクールバス

平
成
９
年
よ
り
19
年
使
用
し
、

シ
ー
ト
の
ス
ポ
ン
ジ
が
飛

び
出
し
た
り
等
、
老
朽
化
し
た
海

南
小
学
校
の
バ
ス
を
、
25
人
乗
り

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
付
き
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
買
い
替
え
ま
す
。

７
７
６
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

豊かな
海づくり

トコブシ（ナガレコ）放流事業

磯
付
き
の
魚
な
ど
を
大
事

に
育
て
る
た
め
に
カ
サ

ゴ
、
ト
コ
ブ
シ
、
伊
勢
海
老
稚

魚
を
放
流
、
さ
ら
に
は
魚
飼
付

け
事
業
、
ア
オ
リ
イ
カ
の
産
卵

場
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

５
５
１
万
円

稚
魚
放
流
な
ど
に

水
産
業

振
興
費

事故防止

松原町民グラウンド
防球ネット整備

野
球
ボ
ー
ル
等
が
車
道
に

飛
び
出
て
通
行
障
害
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
町
道
沿
い
に
長
さ
70
ｍ
、

高
さ
７
ｍ
の
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

し
ま
す
。

６
５
０
万
円

松
原
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

防
球
ネ
ッ
ト
新
設
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続

第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

まったなし！
住まいの耐震化

耐震シェルター

現
在
、
住
ま
い
の
耐
震
化
の
普
及

が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
本
格
的
な
耐
震
工
事

に
比
べ
て
工
事
期
間
が
短
く
、
安
価
に

施
工
で
き
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

を
支
援
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が

対
象
と
な
り
、設
置
費
用
の
４
／
５
（
最

高
80
万
円
ま
で
）
を
補
助
し
ま
す
。

１
６
０
万
円

地震に
備えて

国
道
55
号
沿
い
で
地
震
に
よ

り
倒
壊
し
、
道
路
を
ふ
さ

ぐ
可
能
性
の
あ
る
建
物
を
耐
震
診

断
し
ま
す
。
１
戸
１
０
５
万
円
で

２
戸
分
で
す
。

民
間
建
築
物
耐
震
化
事
業

（
緊
急
輸
送
路
沿
い
の
建
物
）

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援

阿佐東線の
救世主

DMV

徳
島
県
も
、
地
方
鉄
道
の
救
世
主

と
し
て
、
一
日
も
早
い
導
入
を

目
指
し
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
、
県
の
後
押
し
に
よ

り
、道
路
と
線
路
の
接
続
施
設
や
駅
ホ
ー

ム
等
の
具
体
的
な
調
査
及
び
詳
細
設
計

を
実
施
し
ま
す
。

８
３
２
万
円

Ｄ
Ｍ
Ｖ
実
用
化
に
向
け
て

住民の安心できる
避難場所に

海部公民館（大会議室）

築
41
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
耐

震
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
１
階

調
理
室
の
全
面
改
修
、
４
階
の
壁
・

床
の
一
部
改
修
、
ト
イ
レ
は
全
て

洋
式
に
変
わ
り
ま
す
。
耐
震
が
で

き
れ
ば
、
住
民
の
避
難
場
所
と
な

り
ま
す
。

９
７
０
０
万
円

海
部
公
民
館
耐
震
改
修
工
事

２
１
０
万
円
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29
日　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

議
会
全
員
協
議
会

１
日　

第
67
回
徳
島
県
町
村
議
長
会
総
会
・「
自
治
功
労
・
町

村
議
会
表
彰
」（
徳
島
市
）

７
日　

第
１
回
定
例
会
開
会

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

第
１
回
定
例
会
委
員
長
報
告
・
一
般
質
問

11
日　

第
１
回
定
例
会
議
案
審
議
・
閉
会

17
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日　

県
水
産
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
起
工
式
（
美
波
町
）

25
日　
海
部
郡
議
長
会
定
例
会
及
び
那
賀
・
海
部
地
区
議
長
会
議

29
日　

美
波
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

30
日　

議
会
全
員
協
議
会

30
日　

第
２
回
臨
時
会

30
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

31
日　

女
性
議
員
連
盟
視
察
調
査

第
１
回
定
例
会
・
議
会
の
う
ご
き

８
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

女
性
議
員
連
盟
総
会
（
徳
島
市
）

29
日　

議
会
全
員
協
議
会

29
日　

第
１
回
臨
時
会

５
日　

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
徳
島
市
）

８
日　

美
波
町
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
安
全
祈
願
祭

９
日
・
10
日　

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
会
合
同
国
土
交
通

省
・
国
会
議
員
要
望
活
動
会
（
東
京
都
）

10
日　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
登
録

記
念
式
典

15
日　

美
波
町
立
病
院
落
成
式

議
会
の
う
ご
き
１
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で

１　
月

２　
月

３　
月

見吉  政貴 議員
27 年以上在籍

三浦  茂貴 議員
11 年以上在籍

祝

歳　出 ３月補正 補正後 構成比率
議 会 費 △95万6千円 7,740万4千円 1.0
総 務 費 9,712万2千円 10億1,990万3千円 13.0
民 生 費 △282万7千円 18億7,706万1千円 23.8
衛 生 費 3,775万3千円 7億7,047万1千円 9.8
農 林 水 産 業 費 1,345万7千円 4億8,148万8千円 6.1
商 工 費 △1,735万8千円 1億7,297万9千円 2.2
土 木 費 △741万1千円 9億1,553万4千円 11.6
消 防 費 △1,980万1千円 4億5,713万2千円 5.8
教 育 費 △533万円 6億468万4千円 7.7
災 害 復 旧 費 △2,000万円 3億2,677万3千円 4.1
公 債 費 △1,080万円 9億5,415万円 12.1
諸 支 出 金 139万3千円 2億598万8千円 2.6
予 備 費 0 1,207万1千円 0.2
合 計 6,524万2千円 78億7,563万8千円 100.0

歳　入 ３月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億4,058万7千円 8.1
地 方 譲 与 税 0 5,780万円 0.7
利 子 割 交 付 金 0 100万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 480万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 510万円 0.1
地方消費税交付金 0 1億2,070万円 1.5
自動車取得税交付金 0 460万円 0.1
地方特例交付金 0 120万円 0.0
地 方 交 付 税 △754万8千円 41億1,598万8千円 52.3
交通安全対策特別交付金 0 120万円 0.0
分 担 金 · 負 担金 △1,010万4千円 8,037万7千円 1.0
使 用 料 · 手 数料 0 5,081万3千円 0.6
国 庫 支 出 金 6,401万6千円 6億2,028万8千円 7.9
県 支 出 金 1,596万3千円 5億7,971万8千円 7.4
財 産 収 入 0 4,467万9千円 0.6
寄 附 金 139万3千円 209万3千円 0.0
繰 入 金 98万3千円 4億5,503万4千円 5.8
繰 越 金 8,557万8千円 1.1
諸 収 入 523万9千円 2億1,348万3千円 2.7
町 債 △470万円 7億9,060万円 10.0
合 計 6,524万2千円 78億7,563万8千円 100.0

３月補正予算後の
歳入歳出予算

　

任
期
満
了
に
と
も

な
い
冨
田
充
宏
氏
を

教
育
委
員
会
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
28
年
５
月
28

日
か
ら
平
成
32
年
５

月
27
日
ま
で
4
年
間

で
す
。 人

事
案
件
に
同
意

冨
田 

充
宏
　
氏

町村議会議員
　自治功労者表彰
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26
年
度
は
21
件
で
90
万 

５
０
０
０
円
。
27
年
度
は 

現
時
点
で
40
件
の
１
４
１
万

３
０
０
０
円
。

　
　
先
日
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
枠
を
設

け
た
。
ど
の
程
度
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
何
件
の
申
し

込
み
が
あ
っ
て
、
金
額
は
い

く
ら
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

問
い
合
わ
せ
が
14
件
で
、

申
込
は
11
件
の
69
万
円
。

　
　
海
陽
町
か
ら
他
の
自
治

体
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ

て
い
る
人
は
、
６
年
間
で
17

人
、
23
万
円
で
あ
っ
た
。
26

年
度
、
27
年
度
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

26
年
度
は
２
人
で
５
万
円
。

27
年
度
は
５
人
で
20
万
円
。

　
　
頑
張
る
自
治
体
と
受
け

身
の
自
治
体
と
の
格
差
が
広

が
っ
て
い
く
ば
か
り
で
あ

る
。
海
陽
町
も
し
っ
か
り
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

制
度
と
し
て
定
着
し
て
い

る
以
上
、
最
大
限
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。
今
後
は
Ｐ
Ｒ
活

動
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

　
　
海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン

で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
応

援
の
人
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な

い
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

待
ち
時
間
の
長
い
ポ
イ
ン
ト

の
方
々
も
一
日
中
楽
し
め
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
ほ

し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
歌
副
町
長

　

認
定
コ
ー
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
り
管
理
運
営
上
の
制

約
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
な
ど

課
題
が
出
て
く
る
。
今
後
担

当
課
と
検
討
を
重
ね
、
実
行

委
員
会
に
諮は

か

り
そ
の
判
断
を

任
せ
た
い
。

　
　
マ
ラ
ソ
ン
が
来
年

あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
の
に
、
予
算
も
時

間
も
掛
け
ら
れ
な
い
。

最
低
で
も
任
期
中
は
や

り
ま
す
と
明
言
し
て
ほ

し
い
。

　
　
町
長

　

私
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

限
り
10
回
は
続
け
た
い
。
実

行
委
員
会
で
私
の
意
見
は
述

べ
る
が
、
す
る
し
な
い
の
決

定
は
実
行
委
員
会
が
決
め
る

こ
と
で
あ
る
。

る
。
勤
勉
手
当
や
昇
給
、
降

級
に
ど
の
程
度
差
を
付
け
る

の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

平
均
と
１
ラ
ン
ク
上
と
で

は
勤
勉
手
当
で
一
割
ぐ
ら
い

の
差
が
出
る
。
能
力
評
価
で

は
昇
給
区
分
を
５
段
階
と
し

て
い
る
。

　
　
臨
時
職
員
も
人
事
評
価

を
し
て
、
賃
金
に
反
映
さ
せ

れ
ば
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
前
田
町
長

　

臨
時
職
員
は
一
年
で
辞
め

る
方
も
い
る
し
、
異
動
も
な

い
。
総
合
的
に
判
断
し
て
、

人
事
評
価
を
当
て
は
め
る
の

は
厳
し
い
の
で
、
今
の
段
階

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
海
陽
町
の
人
事
評
価
制

度
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。
い
つ
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

　
　
佐
藤
総
務
課
長

　

人
事
評
価
の
結
果
を
給
与

等
の
基
礎
と
扱
い
、
職
員
の

人
材
育
成
に
活
用
し
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ

た
い
。

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
の
一

年
間
で
一
次
評
価
者
の
部
門

長
と
面
談
を
行
い
、
個
人
の

目
標
設
定
を
決
め
る
。
二
次

評
価
者
は
副
町
長
、
教
育
長

で
最
終
確
認
者
は
町
長
。
管

理
職
の
一
次
評
価
者
は
副
町

長
、
教
育
長
で
二
次
評
価
者

及
び
確
認
者
は
町
長
。

　

能
力
評
価
と
業
績
評
価
を

設
定
し
て
お
り
、
能
力
評
価

項
目
の
内
容
は
、
各
部
門
ほ

ぼ
同
じ
内
容
で
設
定
し
て
い

る
。
業
績
評
価
は
各
個
人
で

目
標
を
立
て
、
そ
の
結
果
に

対
し
て
達
成
度
を
評
価
す
る
。

　
　

今
回
の
法
律
改
正
で

は
、
良
け
れ
ば
地
位
も
給
料

も
上
が
り
、
悪
け
れ
ば
下
が

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
が
交
付
さ
れ
、
こ
の
４
月

か
ら
全
て
の
自
治
体
で
人
事

評
価
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。海陽町の人事評価制度とは

ふるさと納税のＰＲを
もっとしていくべき

〈総務課長〉 結果を給与等の基礎として扱う

〈町長〉 今後はＰＲ活動に
努めていきたい

答

答

答

答答

答

答

問問

問

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

〈副町長〉実行委員会に諮
はか

る

マラソンの応援の方を
飽きさせないように

問

問

問

問

問

問 答

海部川風流マラソン吉野地区をあげての応援

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
25

年
度
ま
で
の
６
年
間
で
、

平
均
約
97
万
円
の
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
26
年
度
と
27
年
度
は
、

何
件
で
い
く
ら
の
ふ
る
さ

と
納
税
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長

答
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地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

長
　

高
齢
者
な
ど
に
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
、
見
守
り
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
の
配
布
を
し
て
い

る
。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

場
合
や
、
徘
徊
な
ど
で
警
察

に
保
護
さ
れ
た
場
合
、
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
が
目
印
と
な
っ
て

福
祉
課
に
連
絡
が
入
り
、
名

前
な
ど
確
認
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
自
分
で
で
き
る
認
知
症

の
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
し

た
り
、
広
報
に
載
せ
ら
れ
な

い
の
か
。

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

長
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
介
護
や

高
齢
者
支
援
の
内
容
に
つ
い

て
充
実
で
き
る
よ
う
に
進
め

た
い
。
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
も
取
り
組
め
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
町
で
は
認
知
症
に
対
す

る
支
援
は
ど
の
程
度
進
め
て

い
る
の
か
。

　
　
中
野
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
高
齢
者
や
認
知
症
な
ど

の
総
合
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
適
切
な
支
援
に
繋
げ
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
設

置
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

長
　

カ
フ
ェ
は
な
い
が
、
高
齢

者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
、
孤

独
感
の
解
消
目
的
と
し
て
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
41
ヵ
所

あ
る
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
町
・
社
協
職
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
、

小
中
高
の
学
生
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
、
５
８
９

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
が

あ
る
。

　
　
徘
徊
の
あ
る
認
知
症

を
早
期
発
見
し
、
事
故
の

未
然
防
止
と
家
族
の
介
護

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交

付
し
て
は
ど
う
か
。

　

電
子
決
済
は
年
間
12
万

円
の
費
用
が
か
る
が
、
検

討
し
た
い
。

　
　
返
礼
品
に
よ
り
地
産

外
消
の
推
進
の
好
機
と
し

て
、
販
路
拡
大
に
努
め
る

こ
と
が
大
事
。
今
進
め
る

地
方
創
生
の
一
番
の
取
り

組
み
と
な
る
。

　
　
前
田
町
長

　

少
し
で
も
良
い
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
な
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
事
業
の
目
標
金
額
の
設

定
、
活
用
方
法
は
。
す
で
に

事
業
は
興
し
て
い
る
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

目
標
金
額
は
設
定
し
て
い

な
い
。
事
業
に
使
う
に
は
そ

れ
ほ
ど
の
額
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
、
あ
る
程
度
の
金
額

に
な
っ
て
か
ら
活
用
し
た

い
。

　
　
お
金
を
ス
ト
ッ
ク
す
る

だ
け
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
や
モ
ニ
タ
ー
を
導
入
し

た
い
な
ど
、
具
体
的
な
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

方
法
と
送
金
方
法
の
現
状
は

ど
う
か
。
電
子
決
済
は
ど
う

し
て
で
き
な
い
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

Ｐ
Ｒ
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
へ

の
搭
載
、
広
報
で
正
月
・
盆

の
帰
省
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

掲
載
し
て
い
る
。
各
地
域
で

の
イ
ベ
ン
ト
で
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
な
ど
の
活
動
も
し
て

い
る
。

　

送
金
方
法
は
郵
送
で
用
紙

を
送
り
、
銀
行
な
ど
で
振
り

込
ん
で
い
た
だ
く
。

　
　
返
礼
品
が
人
気
の
自
治

体
に
集
中
し
て
い
る
が
、
海

陽
町
へ
の
寄
附
金
と
の
差
は

一
体
何
か
。
今
こ
そ
仕
組
み

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
利
便
性

を
良
く
す
る
工
夫
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
佐
藤
総
務
課
長

　

今
は
２
０
０
０
円
程
度
の

返
礼
品
だ
け
で
あ
る
の
で
、

寄
付
金
に
応
じ
て
品
物
を
変

え
る
な
ど
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　
　
６
事
業
へ
の
寄
付
金
が

８
年
間
で
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
総
務
課
長

　

１
０
０
件
の
納
税
が
あ

り
、
ふ
れ
あ
い
事
業
34
万 

５
０
０
０
円
、
あ
ん
し
ん
事

業
24
万
円
、
う
る
お
い
事

業
１
２
５
万
５
２
０
０
円
、

は
ぐ
く
み
事
業
１
７
６
万 

５
０
０
０
円
、
こ
う
り
ゅ

う
事
業
28
万
円
、
き
ょ
う

ど
う
事
業
へ
の
寄
付
は
な

か
っ
た
。
事
業
を
指
定
し
て

い
な
い
寄
付
は
４
２
４
万 

５
１
９
５
円
で
あ
っ
た
。

一

般

質

問

「認知症」の症状は？

ふるさと納税制度の再考を

〈総務課長〉 寄付金に応じて品物を変えるなどしたい

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

〈地域包括ケア推進課長〉
589人のサポーター登録がある

認知症対策と見守り強化を

問

問 問

問問

問

問問 問

問

答

答

答

答答

答

答 答

答 答
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は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
・
物
資
の

集
積
所
・
応
急
仮
設
住
宅
建

設
用
地
。
こ
れ
ら
を
整
備
す

る
た
め
必
要
な
面
積
は
２
・

３
ha
と
さ
れ
、
防
災
公
園
の

基
礎
的
資
料
、
ス
ペ
ッ
ク
等

が
取
り
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
海
部
道
路

の
事
業
者
で
あ
る
国
・
県
の

危
機
管
理
・
道
路
部
局
や
、

町
の
防
災
関
係
者
と
計
画
、

検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
前
田
町
長

　

海
陽
町
で
は
海
部
・
海
南

地
区
間
は
、
地
震
に
よ
り
落

橋
し
な
い
限
り
一
体
性
を
保

つ
が
、
宍
喰
地
区
は
国
道
が

分
断
さ
れ
る
と
地
区
全
体
が

孤
立
す
る
状
況
と
な
る
。
海

部
道
路
の
整
備
は
、
ま
ず
海

部
・
宍
喰
間
を
優
先
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
国
・
県
と

も
協
議
し
、
新
規
事
業
化
、

早
期
整
備
を
目
指
し
、
議
会

と
強
力
に
進
め
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
防

災
公
園
と
海
部
道
路
、海
部
・

宍
喰
川
の
浸
水
対
策
の
専
任

職
員
を
特
命
で
配
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

な
く
、
特
に
宍
喰
地
区
で
は

国
道
55
号
は
分
断
さ
れ
、
孤

立
し
、
甚
大
な
被
害
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
検
討
中
の
宍
喰
地
区

住
民
の
二
次
避
難
場
所
と
な

る
、
地
域
防
災
公
園
の
検
討

内
容
と
高
規
格
道
路
「
海
部

道
路
」
で
は
、
海
陽
町
が
分

断
さ
れ
ず
防
災
や
町
の
発
展

の
た
め
、
宍
喰
・
海
部
間
の

ル
ー
ト
を
優
先
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
国
や

県
に
強
力
に
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
東
谷
建
設
課
長

　

宍
喰
地
区
で
は
１
８
０
０

人
以
上
が
避
難
場
所
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
予

想
さ
れ
、
防
災
公
園
の
役
割

や
災
害
時
及
び
平
時
の
利
用

形
態
等
を
考
慮
し
、
施
設
の

配
置
計
画
な
ど
の
検
討
を
し

て
い
る
。

　

必
要
な
機
能
案
と
し
て

問

答

答

一

般

質

問

宍喰地区の防災公園は

〈町長〉 専任職員を特命で配置

　
　

本
町
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
を

踏
ま
え
、
緊
急
避
難
場
所
や

避
難
路
等
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
次

避
難
以
降
に
お
け
る
避
難
場

所
や
、
応
急
仮
設
住
宅
の
候

補
地
等
は
十
分
な
状
況
で
は

　
　
合
併
10
年
を
経
て
人

口
は
１
万
人
を
切
る
状
態

で
あ
る
。
町
長
は
、ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
立
て
、
特
に
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
け
毎
年

約
１
０
５
人
の
定
住
、
特

殊
出
生
率
40
％
の
向
上
、

仕
事
の
創
出
な
ど
の
対
策

を
す
れ
ば
、
平
成
72
年
に

８
３
０
０
人
程
度
の
人
口

を
確
保
で
き
る
と
の
数
値

目
標
を
上
げ
て
い
る
。
特

効
薬
は
な
く
、
仕
事
の
創

出
な
ど
の
経
済
的
な
問
題

が
一
番
で
あ
り
、
若
い
世

代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
が
行
政
の
仕
事
で

あ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が

髙
畠
　
武
夫
　
議
員

〈町長〉 
子どもあゆみ

基金を活用

子育て支援は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
共
働
き

世
帯
が
子
ど
も
を
産
む
時
、

大
企
業
・
公
務
員
等
は
産
休

制
度
が
あ
る
が
、
臨
時
・
派

遣
・
契
約
・
パ
ー
ト
・
自
営

業
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
制
度

も
少
な
く
、
仕
事
を
辞
め
る

か
休
む
し
か
な
い
。
そ
の
間

収
入
は
な
く
苦
し
い
の
で
、

そ
れ
を
経
験
す
る
と
２
人

目
、
３
人
目
な
ど
は
考
え
ら

れ
な
い
と
聞
か
さ
れ
た
。

　
希
望
を
実
現
さ
せ
、
特
殊

出
生
率
の
40
％
向
上
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
苦
し
い
期

間
の
不
安
を
取
り
除
く
具
体

的
な
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
長
江
保
健
環
境
課

長
　

妊
婦
に
は
14
回
の
妊

婦
一
般
健
康
診
断
、
郡

外
の
交
通
費
、
宿
泊
料

の
助
成
、
保
健
師
の
パ

パ
マ
マ
教
室
、
家
庭
訪

問
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
浦
川
福
祉
課
長

　

子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
に
対
す
る
支
援

と
し
て
は
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
助
成
、
給
食

費
助
成
、
第
三
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
用
品
の

貸
し
出
し
事
業
も
開
始
す

る
。

　

出
産・子
育
て・教
育
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

を
図
り
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
町
長

　

確
か
に
い
ろ
い
ろ
と
充
実

で
き
て
い
な
い
部
分
は
あ
る

が
、
子
ど
も
あ
ゆ
み
基
金
を

活
用
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。

先生とお帰りです（海陽幼稚園）

問

答

答

答
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ら
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
町
長

　

医
師
不
足
で
費
用
が
余
分

に
か
か
っ
て
い
る
部
分
も
あ

る
し
、
診
療
体
制
が
十
分
に

と
れ
て
い
な
い
、
ま
た
看
護

師
の
組
織
体
制
も
き
ち
ん
と

で
き
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

が
あ
る
と
思
う
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
責

任
を
問
わ
れ
る
。
町
長
も
設

置
者
と
し
て
予
算
計
上
し
、

議
会
も
承
認
し
て
き
た
。
し

か
し
、
責
任
の
重
さ
は
経
営

を
任
せ
て
い
る
病
院
内
部
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長

　

病
院
の
設
置
者
で
あ
る
町

に
責
任
が
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
病
院
に
も
責

任
が
あ
る
。
し
か
し
、
責
任

追
及
す
る
よ
り
も
こ
う
な
っ

た
原
因
を
分
析
し
、
前
に
進

ん
で
い
く
方
が
、
海
南
病
院

の
立
ち
直
り
が
早
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　
　
原
因
分
析
は
十
分
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
５

年
間
で
14
億
２
０
０
０
万

円
の
一
般
財
源
を
繰
入
、

26
年
末
繰
越
欠
損
金
は

３
億
７
５
４
３
万
円
の
赤
字

を
計
上
し
て
い
る
。
病
院
の

設
置
者
と
し
て
経
営
悪
化
の

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
前
田
町
長

　

町
の
人
口
減
少
、
町
内
の

医
療
機
関
の
充
実
、
医
師
不

足
で
充
実
し
た
医
療
体
制
が

取
れ
て
い
な
い
等
の
原
因
が

考
え
ら
れ
る
。
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
社
会
情
勢
の
変
化

等
に
よ
っ
て
地
域
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
が
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。

　
　
外
部
要
因
と
説
明
さ
れ

た
が
、
内
部
に
も
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点

を
分
析
し
な
い
限
り
改
善
策

は
打
て
な
い
。
内
部
に
は
何

問

問問 答答

答

一

般

質

問

　
　
町
長　
し
て
い
る
。

　
　
今
回
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
提
案
し
て
い
る
包
括
ケ
ア

病
床
を
導
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　
町
長

　

国
の
方
針
は
患
者
を
自
宅

に
か
え
す
医
療
が
叫
ば
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
は
急
性
期

病
院
を
退
院
し
た
患
者
を
地

域
の
病
院
で
受
け
入
れ
る
こ

と
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
か
ら
も
地
域
包
括
ケ
ア

病
床
を
目
指
す
こ
と
が
海
南

病
院
の
経
営
状
態
に
も
良
い

と
い
う
指
摘
を
い
た
だ
き
、

生
き
残
り
を
か
け
た
戦
い
を

す
る
上
で
も
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
を
導
入
す
る
の
が
最

後
の
選
択
肢
で
あ
る
。

　
　
町
民
の
中
に
は
、
長
期

療
養
型
、
ま
た
福
祉
施
設
を

希
望
す
る
声
が
あ
る
が
、
ど

う
答
え
る
の
か
。

　
　
町
長

　

そ
う
い
っ
た
選
択
は
最
終

経営悪化の
　　改善策は

長
岡
　
秀
一
郎
　
議
員

的
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

有
償
診
療
所
、療
養
型
病
床
、

介
護
施
設
と
い
う
順
番
を
踏

む
べ
き
で
、
病
院
職
員
の
生

活
を
守
る
た
め
に
も
病
院
は

病
院
と
し
て
存
続
し
た
い
。

　
　

医
師
を
含
む
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
は
可
能
か
。

　
　
町
長

　

包
括
ケ
ア
病
床
導
入
に
あ

た
り
、
も
う
１
人
理
学
療
法

士
か
作
業
療
法
士
を
雇
用
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。現
在
、

15
対
１
の
一
般
病
棟
な
の

で
、
13
対
１
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
３
８
５
８
万

円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
現
場
に
は
十
分
話
を
し
、

一
致
結
束
し
て
取
り
組
む
意

識
を
醸
成
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
新
た
に
採
用
す
る
医

師
と
の
連
携
は
進
む
の
か
。

　
　
町
長

　

院
長
、
医
師
等
に
は
話
を

さ
せ
て
も
ら
い
、
こ
ち
ら
の

思
い
は
伝
え
た
し
、
医
師
等

の
思
い
も
十
分
聞
い
た
。

　

内
部
組
織
と
新
し
く
入
る

先
生
の
間
で
問
題
が
起
き
な

い
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

　
　
経
営
改
善
に
向
け
事
業

計
画
を
示
し
、
目
標
設
定
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
町
長

　

医
師
、
看
護
師
等
が
目
標

を
定
め
頑
張
っ
て
ほ
し
い

し
、
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
　
将
来
、
町
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
町
民
の
理
解

が
あ
れ
ば
、
公
設
民
営
で
指

定
管
理
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
。

　
　
町
長

　

民
間
病
院
に
な
る
と
、

職
員
を
雇
用
す
る
に
は

１
０
０
％
利
益
を
上
げ
た
上

で
の
雇
用
し
か
な
い
の
で
、

不
可
能
で
あ
る
。

　
　
包
括
ケ
ア
の
受
入
施
設

で
あ
る
特
養
海
南
荘
の
高
台

移
転
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

組
合
議
会
に
提
案
し
、
検

討
・
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

資
料
等
を
検
討
し
て
も

経
営
内
容
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
平
成
22
年
度
と

26
年
度
を
比
較
す
る
と
、
入

院
収
入
で
56
％
の
減
収
、
外

来
収
入
は
59
・
５
％
の
減
収

問

〈町長〉 地域包括ケア病床を導入

答答

答答

答答 答

答問問

問問

問問 問

海南病院



12

海陽町議会だより　vol.40

管
理
に
つ
い
て
は
指

定
管
理
者
に
よ
り
行

う
こ
と
も
で
き
る
。

　

平
成
27
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
６
５
２
４
万

円
を
追
加
し
、
78
億 

７
５
６
３
万
円
と
す

る
。
繰
越
明
許
費
は

13
件
で
総
額
６
億 

３
１
７
４
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金

事
業（
表
の
と
お
り
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

戸
田　

眞
理
子

　

３
月
７
日
、
９
日
開
会
。

　

上
程
議
案
の
説
明
を
受
け

た
。
今
定
例
会
に
は
、
54
議

案
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
40
議
案
が
当
委
員

会
の
所
管
で
あ
り
、
抜
粋
し

て
報
告
す
る
。

　

新
設
の
海
陽
町
地
域
活
性

化
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
は
、
遊
休

施
設
（
浅
川
・
川
上
・
奥
浦
・

竹
ヶ
島
校
舎
）
の
有
効
活
用

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
維
持

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・

文
教
厚
生
の
２
常
任
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
３
月

７
日
、
８
日
、
９
日
に
開
催
さ
れ
た
各
常

任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
海
陽
町
一
般

会
計
予
算
は
67
億
５
３
０
０

万
円
で
、
対
前
年
３
億
２
３

０
０
万
円
の
増
額
予
算
。
そ

の
概
要
説
明
で
は
、
歳
入
に

お
い
て
の
自
主
財
源
は
12
億

６
４
０
８
万
円（
18
・
72
％
）、

う
ち
町
債
は
５
億
９
８
９
０

万
円
で
あ
る
。

　

歳
出
項
目
の
義
務
的
経
費

で
は
、
人
件
費
８
億
８
９
１

２
万
円
、
扶
助
費
５
億
１
０

３
２
万
円
、
公
債
費
８
億
６

３
９
万
円
で
、
合
計
22
億
５

８
０
万
円
。
投
資
的
経
費
は

普
通
建
設
事
業
費
で
７
億 

９
５
９
１
万
円
。
災
害
復
旧

方
創
生
加
速
化
交
付
金

事
業
始
ま
る

地

委

員

長

報

告

カサゴ（ガガネ）を放流しました（宍喰小学校３年生 2015.11.26）

事　業　内　容 事業費
【
１ 

移
住
・

 　

 

定
住
施
策
】

「四国の右下」若者創生事業 340万円
海陽町暮らし体験事業 586万円
中・高校生向けITプログラミングキャンプ 240万円
海陽町ふるさと魅力創造しごと事業 759万円

【
２ 

受
入
体
制

 　

 

整
備
施
策
】

みらい創造事業 535万円
海陽町ふるさと創造戦略補助金 710万円
みらいの担い手育成事業 610万円
空き家等住宅情報の提供体制整備事業 467万円

事　業　名 事業費
１ 竹ヶ島海域公園魅力化事業 2749万円

２

阿佐東地域観光ツアー造成事業 1020万円
まちづくり人材育成事業 204万円
海陽町まるごとPR事業 142万円
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事
業
費
で
２
５
４
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
職
員
数

は
、
正
規
１
５
２
人
、
臨
時

１
０
０
人
の
う
ち
10
人
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

平
成
28
年
度
の
海
陽
町
特

別
会
計
予
算
の
各
事
業
に
つ

い
て
①
公
共
下
水
道
事
業

（
浅
川
・
海
部
・
宍
喰
）
②

農
業
漁
業
集
落
排
水
事
業

（
神
野
・
川
西
・
日
比
原
・
竹
ヶ

島
）
③
簡
易
水
道
事
業
（
川

西
・
海
部
・
中
里
・
川
上
）

以
上
11
特
別
会
計
の
繰
入
金

の
合
計
は
２
億
９
７
１
１
万

円
と
な
る
。

　

海
陽
町
鉄
道
経
営
安
定
基

金
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
前
年
同
様
に
（
株
）
阿

佐
海
岸
鉄
道
へ
の
補
助
金

７
５
０
０
万
円
を
計
上
し
、

関
係
市
町
村
か
ら
の
負
担
金

１
６
４
５
万
円
を
鉄
道
経
営

安
定
基
金
と
し
て
積
み
立
て

る
。

　

海
陽
町
上
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
は
、
業

委

員

長

報

告

17
億
３
５
１
２
万
円
（
前

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

三
浦　

茂
貴

　

３
月
８
日
開
会
。

　

条
例
関
係
は
空
き
家
の
管

理
、
医
療
費
の
助
成
な
ど
保

健
福
祉
環
境
関
係
が
５
件
。

ま
た
人
事
案
件
で
は
、
教
育

委
員
の
任
命
が
１
件
で
あ
っ

た
。

　

続
い
て
審
議
し
た
平
成
27

年
度
海
陽
町
一
般
会
計
補
正

予
算
の
所
管
の
部
分
に
つ
い

て
は
実
績
に
伴
う
減
額
な

ど
。
ま
た
、
特
別
会
計
の
補

正
は
、
確
定
ま
た
は
見
込
み

に
伴
う
財
源
調
整
な
ど
が
主

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
当
初
予
算
の

審
議
に
入
り
、
平
成
28
年

度
一
般
会
計
予
算
の
所

管
の
部
分
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
民
生
費

喰
診
療
所
院
外
処
方
に
移
行

宍

海部公民館巡視

務
予
定
量
は
昨
年
と
同

様
で
、
事
業
収
益
と
し

て
１
億
３
４
７
２
万
円

を
計
上
。
対
前
年
度
費

２
６
７
万
円
の
減
、
事
業
費

１
億
２
５
０
０
万
円
で
対
前

年
比
３
０
０
万
円
の
減
で
あ

る
。
給
水
収
益
の
水
道
使
用

料
は
１
億
２
８
１
９
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。
営
業
費
の

う
ち
の
委
託
料
で
は
、
上
水

道
施
設
水
質
検
査
で
84
万

円
。
３
施
設
の
電
気
保
安
業

務
に
36
万
円
。
漏
水
調
査
に

１
０
０
万
円
。
検
査
集
金
委

託
料
は
６
人
分
で
４
２
０
万

円
等
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

年
度
比
１
億
76
万
円
減
額
）、

衛
生
費
７
億
２
１
５
２
万

円
（
前
年
度
比
１
０
８
万

円
増
額
）、
教
育
費

６
億
９
４
３
０
万
円
（
前

年
度
比
１
億
５
５
０
５
万

円
増
額
）
で
、
主
な
も
の

は
、
子
ど
も
あ
ゆ
み
事
業
費

１
４
１
１
万
円
、
海
部
公
民

館
耐
震
改
修
工
事
な
ら
び
に

設
計
委
託
料
９
７
０
０
万

円
、
母
川
大
う
な
ぎ
生
息
地

調
査
委
託
料
４
０
０
万
円
、

文
化
施
設
長
期
修
繕
計
画
作

成
業
務
委
託
料
６
４
０
万

円
、
松
原
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

防
球
ネ
ッ
ト
新
設
工
事
な
ら

び
に
設
計
委
託
料
６
５
０
万

円
、
海
陽
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事
設
計
委
託
料

１
４
０
０
万
円
な
ど
で
あ
っ

た
。

　

特
別
会
計
の
主
な
も
の

は
、
宍
喰
診
療
所
が
平
成
28

年
度
か
ら
院
外
処
方
に
移
行

す
る
た
め
に
伴
う
も
の
な

ど
。
そ
の
他
は
、
実
績
を
踏

ま
え
た
見
込
み
金
額
の
計
上

な
ど
で
あ
る
。

　

最
後
に
海
南
病
院
事
業
会

計
予
算
の
説
明
を
受
け
閉
会

し
た
。
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施

政

方

針

課
題
は
４
点

の
み
を
願
い
進
ん
で
き
た
。

町
民
と
の
協
働
、
ま
た
住
民

参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
姿
勢
に
、
町
民
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
町

政
運
営
に
あ
た
っ
て
き
た
。

  
海
陽
町

み
ら
い
会

議
は
昨
年

11
月
25

日
に
公
開

プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施

し
、
７
ヶ

　

平
成
26
年
５
月
に
町
長
就

任
以
来
２
年
に
な
り
、
任
期

の
折
り
返
し
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
間
、
大
き

な
災
害
や
台
風
被
害
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
町
民
の
幸
せ

月
間
に
及
ん
だ
協
議
に
よ
り

出
さ
れ
た
提
案
は
、
海
陽
町

へ
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ

た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
提
案
さ
れ
た
事
業
は
全

て
実
施
す
べ
く
、
地
方
創
生

の
事
業
と
し
て
予
算
計
上
を

し
た
。

  

海
部
高
校
生
提
案
の
活
性

化
事
業
は
、
卒
業
す
る
３
年

生
の
事
業
と
し
て
一
部
先
行

実
施
し
た
。
平
成
28
年
度
も

再
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
み
ら
い
会
議
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

昨
年
実
施
し
た
国
勢
調
査

に
よ
る
と
海
陽
町
の
人
口
は

９
２
８
５
人
で
、
合
併
以
来

初
め
て
１
万
人
を
切
っ
た
。

国
立
社
会
人
口
問
題
研
究
所

が
発
表
し
て
い
た
予
測
人
口

は
９
５
０
４
人
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
れ
よ
り
も
厳
し
い
数

値
と
な
り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

昨
年
策
定
し
た
地
方
創
生
総

合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

肉
付
け
を
し
、
こ
の
５
年
間

で
い
か
に
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
か
に
か
か
っ
て

く
る
。

　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
・
海

部
道
路
に
つ
い
て
、
国
に
は

一
日
も
早
い
ル
ー
ト
決
定
、

県
に
も
一
日
も
早
い
都
市
計

画
決
定
を
お
願
い
し
、
新
規

事
業
採
択
時
評
価
の
手
続
き

を
早
く
終
わ
る
よ
う
に
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

　

町
も
で
き
る
こ
と
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。
宍
喰
地
域
で
の
防

災
公
園
と
海
部
道
路
に
関
す

る
こ
と
。
ま
た
、
海
南
・
海

部
地
区
で
の
防
災
公
園
と
海

部
道
路
と
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
し
、事
業
実
施
を
行
う
。

　　

海
部
川
に
異
常
堆
積
し
た

砂
利
の
除
去
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
堆
積
砂

利
の
公
共
事
業
へ
の
活
用
や

民
間
で
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、
海
部
川
砂
利
利
用
促
進

協
議
会
を
設
置
し
、
本
町
で

第
一
回
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。県
内
初
の
取
り
組
み「
海

部
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
早
期

に
堆
積
砂
利
を
除
去
す
る
仕

組
み
や
、
用
途
を
限
定
し
な

い
有
効
活
用
方
法
が
協
議
さ

れ
た
。

　

河
口
か
ら
母
川
合
流
部
付

近
の
堆
積
砂
利
は
国
の
補
助

事
業
に
よ
り
、
掘
削
、
運
び

出
し
、
ま
た
そ
の
砂
利
を
大

里
松
原
海
岸
の
養
浜
に
活
用

で
き
な
い
か
等
の
提
案
が
な

さ
れ
た
。
台
風
時
の
波
浪
に

よ
る
影
響
、
越
波
の
軽
減
を

図
り
た
い
。

　

阿
佐
海
岸
鉄
道
に
つ
い

て
、
経
営
状
態
は
決
し
て
良

く
な
い
が
、
地
域
交
通
の
要

で
あ
り
住
民
の
交
通
機
関
の

確
保
、
交
通
弱
者
を
作
ら
な

い
と
い
う
視
点
か
ら
、
存
続

さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

県
も
Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
デ
ュ
ア

ル
・
モ
ー
ド
・
ビ
ー

ク
ル
）
の
導
入
に
前

向
き
で
、
技
術
評
価

委
員
会
で
も
専
用
線

区
、
単
車
運
行
、
行

き
違
い
は
道
路
上
の

み
な
ど
を
前
提
に
す

れ
ば
、
特
に
問
題
な

し
と
な
っ
て
い
る
。

一
日
も
早
く
導
入
に

向
け
た
体
制
づ
く
り

が
急
が
れ
る
。

　

海
南
病
院
の
改
革

に
つ
い
て
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
提
案
い

た
だ
い
た
改
善
策
に
基
づ

き
、
で
き
る
だ
け
早
く
包
括

ケ
ア
病
床
の
導
入
を
目
指

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

を
漫
然
と
続
け
、
何
も
し
な

い
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら

ば
、
そ
ん
な
楽
な
こ
と
は
な

い
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
許
さ

れ
る
は
ず
も
な
く
、
あ
ま
り

に
も
無
責
任
で
あ
る
。改
革
・

改
善
を
行
う
の
は
確
か
に
痛

み
を
伴
い
、
疑
問
、
問
題
も

出
て
く
る
と
思
う
が
、
こ
の

現
状
に
お
い
て
何
も
し
な
い

こ
と
こ
そ
責
任
問
題
が
問
わ

れ
る
。

知事に要望（2016.3.14）

町
長
　
前
田
　
惠

10周年記念式典（2016.3.20）
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15

議
案
審
議
の
ま
と
め

第
１
回
定
例
会

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
54
議

案
、（
条
例
関
係
15
件
・
承
認
関
係
７
件
・
予
算
関
係
31
件
・
契
約
関
係
１
件
）

が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
11
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

・
行
政
不
服
審
査
会
条
例

・
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

・
地
域
活
性
化
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
空
き
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
子
ど
も
あ
ゆ
み
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
野
江
診
療
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

承
認
関
係

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　
　

漁
火
の
森
宿
泊
施
設
・
漁
火
の
森
公
園
・
漁
火
の
森
交
流
促
進
施
設
・

　
　
　
　

宍
喰
温
泉
宿
泊
施
設
・
宍
喰
観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

㈱　

漁
火　

　
　

指
定
の
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　
　
ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
海
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
蛇
王
運
動
公
園

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

一
般
財
団
法
人　

海
部
下
灘
観
光
協
会　

　
　

指
定
の
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

第
１
回
臨
時
会

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
29
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
議
案
が
提
出
さ

れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

・
平
成
27
年
度
宍
喰
庁
舎
車
庫
兼
倉
庫
整
備
事
業
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　
　
　

５
２
１
８
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方　

㈱　

北
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役　

北
島　

大
介

　
　

工　

期　
　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

・
平
成
27
年
度
ま
ぜ
の
お
か
管
理
棟
・
交
流
棟
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　
　
　

１
億
７
７
９
８
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方　

㈱　

坂
本
工
務
店　

代
表
取
締
役　

竹
森　

雅
人　

　
　

工　

期　
　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

第
２
回
臨
時
会

　

平
成
28
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
３
月
30
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
議
案
が
提
出
さ

れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

・
平
成
27
年
度
宍
喰
庁
舎
車
庫
兼
倉
庫
整
備
事
業
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
28
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で

・
平
成
27
年
度
ま
ぜ
の
お
か
管
理
棟
・
交
流
棟
建
築
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
28
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で

・
平
成
27
年
度
平
成
27
年
災
害
国
補
第
１
５
４
号
道
路
災
害
復
旧
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
28
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で

・
平
成
27
年
度
町
道
海
南
柿
谷
線
神
野
橋
下
部
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
28
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　
　

間
伐
材
利
用
モ
デ
ル
施
設 「
海
部
川
総
合
案
内
所
」

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

海
部
川
漁
業
協
同
組
合　

　
　

指
定
の
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　

住
所　

海
陽
町
神
野

　
　

氏
名　

冨
田　

充
宏

　

契
約
関
係

　

平
成
27
年
度
町
道
海
南
柿
谷
線
神
野
橋
下
部
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額

　
　
　
変
更
前　

１
億
２
６
０
万
円　
　

変
更
後　

１
億
１
６
９
万
円　

91
万
円
の
減
額

　

予
算
関
係

（
補
正
予
算
）

・
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
） 

６
５
２
４
万
円
⬅

・
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

７
１
０
４
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

２
０
７
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

１
３
０
７
万
円
⬅

・
平
成
27
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
） 

１
２
４
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

１
２
３
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

１
６
７
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

財
源
内
訳
の
変
更

・
平
成
27
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

45
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

財
源
内
訳
の
変
更

・
平
成
27
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

４
０
０
万
円
⇨

・
平
成
27
年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

９
万
円
⬅

・
平
成
27
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）　

 

一
般
会
計
よ
り
繰
入
金
５
０
０
０
万
円
追
加
し
総
額
３
億
３
０
０
０
万
円

（
当
初
予
算
）

・
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算 

67
億
５
３
０
０
万
円

・
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算 

17
億
６
７
０
０
万
円

・
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定（
宍
喰
診
療
所
） 

８
６
７
７
万
円

・
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算 
１
億
７
５
１
８
万
円

・
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算 
14
億
６
１
１
８
万
円

・
平
成
28
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 
５
８
２
３
万
円

・
平
成
28
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 
７
６
２
９
万
円

・
平
成
28
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

２
億
７
７
６
万
円

・
平
成
28
年
度
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

１
０
１
４
万
円

・
平
成
28
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

２
５
５
８
万
円

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

・
平
成
28
年
度
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

１
１
６
３
万
円

・
平
成
28
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

１
４
０
８
万
円

・
平
成
28
年
度
川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

８
５
９
万
円

・
平
成
28
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

５
７
５
７
万
円

・
平
成
28
年
度
中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

２
９
６
万
円

・
平
成
28
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

１
０
５
６
万
円

・
平
成
28
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算 

９
１
４
５
万
円

・
平
成
28
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算 

　
　

・
事
業
収
益　

 

１
億
３
４
７
２
万
円　

 

・
資
本
的
収
入　

６
０
０
万
円

　
　

・
事
業
費
用　

 

１
億
２
５
０
０
万
円　

 

・
資
本
的
支
出　

７
６
３
２
万
円

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
７
０
３
２
万
円
は
、当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

資
本
的
収
支
調
整
額
３
０
０
万
円
、過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
６
７
３
２
万
円
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。）

・
平
成
28
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算                　

　
　

・
病
院
事
業
収
益　

５
億
７
６
０
６
万
円　

 

・
資
本
的
収
入　

８
１
３
７
万
円

　
　

・
病
院
事
業
費
用　

５
億
７
６
０
６
万
円　

 

・
資
本
的
支
出　

８
１
３
７
万
円



なみん
広
場

な

み
ん
な

み

の 広場の

ん 広場の広場の

なみ

編
集
後
記

海陽町議会だより　vol.40

　

花
香
る
季
節
と
な
り
、
新
た
な
希
望
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
町
村
合
併
か
ら
10
周
年
、
地
方
創
生

元
年
で
も
あ
り
ま
す
。
人
が
生
き
る
地
方
創
生
を

前
へ
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
町
議
会
も
皆
様
の
声

を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

夏
に
は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
18
歳
選

挙
権
や
一
票
の
格
差
解
消
の
た
め
の
合
区
も
新
た

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
よ
り
良
い
国
に
な
る
よ
う
投

票
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
一
票
を
投
じ
た
い
も
の

で
す
。

　

議
会
広
報
も
よ
り
分
か
り
や
す
い
、
読
み
や
す

い
を
心
が
け
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
方
に
議
会
傍
聴
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
）

議会広報編集特別委員会議会事務局
TEL 73ｰ4164（直通）

海南テニスクラブ
（ソフトテニス）

　若い世代の働く場をつくってほしい。地域お
こし協力隊に期待する。今ある環境は良い方だ
と思うが、十分に活用できていないように思う。

　議会だよりは読んでいる人と読んでいない人
がいました。（読んでいる人が少し多い。）

海陽町に対する要望はありますか？

議会だよりを読んでいますか？

随時メンバー募集中です。世代も様々、初心者も経験者も大歓迎です。
楽しいですよ。

　　　　　　　　　　　　　　（連絡先／７３－１１９３　小原まで）

さあ、こいっ！！

狙うは
サービスエース！

　毎週水、土、日曜日と祝日の午
前８時～ 10 時まで。場所はまぜ
のおかテニスコート。（コートの予
約状況や人数の都合でお休みにな
る場合があります。）

　人情の厚い人が多く、住みやす
い町。それなりにお店も揃ってい

て生活し
やすい。春はブリ、秋に
はカツオが釣れる。自然
の恵みが素晴らしい。

海陽町のいいところは？

活動内容を教えてください。


